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子どもの健康力  

‡家庭・地域におげ、、、、 l  
！る子育て支援体制．′  

の構築 ．′  
l．＿＿ ＿ ＿ ＿■．＿ ● ＿ ＿ －＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿＿ ＿＿＿．＿  

l ；子どもの頃からの、、、、  
； 食育の推進 ′   

○家庭や地域を通じた生命や家族を大切にする意識の高まり  

○社会全体による子育てを応援する機運の醸成  
○核家族化や  

都市化の進展  ○家族の絆を深め、親子を支える食育の推進に向けた国民運動の展開  

○基本的な生活習慣づくりのための子どもの発達段階に応じた食育の推   

進  

○子どもの食を守り、支える食育の推進  

○外遊びやスポーツに親しむ習慣や意欲の育成  

○学校教育活動全体を通じた健康と安全に配慮した体力向上の取組の  

促進  

○家族や地域ぐるみで身近に運動・スポーツに親しむことができる環境の   

整備  

○出産・子育て期  

の家族の孤立化  
l ！外遊びやスポーウ  

；を通じた子どもの  

； 体力の向上．  
■＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－′  

0お産の場や小  
児医療体制が不  

充分  

○現在及び将来を見渡した産科医療のあり方の提示  

○産科・小児科医師等の確保・育成  

○地域の拠点病院の整備  

○小児医療提供体制の充実  

○地域における医療に係る相談・支援体制の構築、連携の促進  

○産科医療、小児医療の支援  

▼ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ● ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ■● ‾ ‾ ‾ ‾－ ‾ 一－ ■■■ヽ  

l ご産科医療りJ、児医、、、、 l  
三療の確保～安心・  

；安全なお産、子育．  

；て支援の充実～ 
′ 

○医療、保健、  
福祉、教育の  
連携が図られ  

た支援体制が  

不充分  

○妊娠期から子育て期に至る継続的な支援の推進  

○発達障害児等に対する包括的な支援体制の構築  

○発達障害児等に関する国民全体の理解の促進  

○発達障害児等を含む障害のある子どもへの特別支援教育の充実  
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ニニ1t－   子どもの健やかな育ちを支援する科学研究の推進  
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こども医療未来図  

第一次救急から第三次救急まで、施設の役割に応じた救  

急医療供給体制の整備  
救急医療等  

新たな診断治療法の開発  
胎児診断・胎児治療  

遺伝子診断・遺伝子治療  

再生医療  

高度先駆的医療  

の研究  

上記の課題を勘案した上での各領域での人材育成  

人材育成へむけた教育・広報活動  

（国立成育医療センター加藤達夫総長作成資料を改編）   
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発達障害児の支援のための先端技術の活用  

○ユニークな知能の持ち主としての発達障害  

うテン語と中国語を独学で学ぶ不登校の子ども  

・勉強はできるが集団に入れず孤立  

・発想は豊かだが落ち着きがない  

・王Q120にも関わらず辛が書けない6年生の少年  

・芸術文化の才能が優れている など  

学習に困難を抱える子どもたちの実態（＊1）  

6．3％  （＊2）  

→全国の小中学校に約68万人（発達障害の疑い）  

○主な発達障害  

落ち着きの無さからくる教室でのトラブル  

二
－
ト
や
非
行
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不
登
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、
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め
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○子どもの脳とこころの働きを解明する  

研究の推進  

○発達障害のある子どもの多様化を  

理解した学習支援方法の開発  

（1）テクノロジーの活用による   

子どもの能力開発  

（例）ノイズキヤンセリングヘッド   

フォン（写真）、読み上げソフト、   
ワープロの活用 等  

（2）学習環境の整備によるバリアの解消  

（例）教材開発、学習スタイルの多様化  

l  

高機能自閉症等の矧  
い  

9万人（0．8％）  

、－－．  、－－ヘーー・▲「¶一一－r←－一一一r  

（3）障害の理解と就労に結びつく道筋の整備  

（例）学習困難の要因診断とテクノロジー適  

用手法の開発 等  

コミュニケーションが苦手で教室に入れず孤畢  

＊1以下の数字は文部科学省「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する全国実態調査（2002年）」より  

＊2上記調査の中で、学級担任を含む複数の教員が「知的発達に遅れはないものの、学習面や行動面で著しい困難を持っている」と判断した児童生徒の割合  
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女性の健康力  

妊娠■出産期  

働き盛り期  

やせすぎの人でタ■ィェッ卜し  

ている者の割合の減少  やせすぎ  
［個別の介護予防プログラム   

を受けられる仕組み   

づくり］  

転倒骨折予防アロゲラムなどの研究  

「自分のカラダを知ろう」  

転倒骨折を主な原因とす  
る要介護者の割合の減少  

キャンペーン  
・健康を守る食に関する知識  

の普及啓発  

・過度なダイエットの健康リ  

スクの意識啓発  

・歯・口の健康づくり  

・性感染症や人工妊娠中絶の   

健康リスクの普及啓発  
●‥●－－－  

骨粗しょう症   

転倒骨折  

12歳児の一人平均う歯数  

の減少、80歳で20歯以上  

の歯を有する割合の増加  

歯周病暮   

むし歯  ［身近な場所で気軽に情報入手や相談ができる  

体制の整備／女性のニーズに合った医療の推進］  

性感染症・人工   

妊娠中絶  

安心できる   

お産  

乳がん・   

子宮がん  

気軽に健康について相談  

できる人や場所のある女  

性の割合の増加   

女性のニーズの  

高い病気  

（更年期障害、   

リウマチ等）  
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O「やせすぎ」なのにダイエット？健康への影響  

若い女性、特に10代の間で、  

「やせすぎ」にもかかわらずダイエットをしている人が多い  

→骨密度の低下  

→いずれは骨粗しょう症や、転倒に起因して要介護状態に陥ることが多い  

体重を減らそうとしている者の体重別割合（女性）  年代別骨粗しょう症該当者の割合（推定）  

骨昌がYAM（若年成人平均値）の70％天満の頻度  

・骨粗しょう症に関する知識の普及  

・過度なダイエットの健康リスクの意識啓発  

■ 健康を守る食に関する知識の普及啓発 … 等  

（思春期向け）  

「自分のカラダを知ろう」  

キャンペーン   
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メタボ克服力（1）  

☆「〆タポ退治」のための   

国民運動の展開・健康関連産業   

の育成  

☆「テーラー〆イド予防」に関する   

研究開発と普及によるメタボの人   

の減少！  

（  ．  
ヽ．ノ7ヽ＿′ ’■√  

摘膵癌繭  

ギ≒真率≒・  

諒キー．、＿、寄手二：、   

l  

‾ヲ  

的な予防  
；配慮したテーラーメイド エ      ：  

19751980198519901995 2000 2004  

30～39歳 へ∴40～49歳r、一150～59歳 一朗ト60′〉69歳一○－70議～  
☆「テーラーメイド予防・治療」   

のための司令塔つくりを進める！  

16，000  

14．000  

12，000  

‾叫‾ 

； 

I ；糖尿病によるものがi。  
書第一位に！  ・  

猫額中   

歯蘇鹿  

二三二吾竜三吉  

浦鞄』静啓厨  

☆「亨一弓一〆イド治療」の   

ための司令土苔つくりを進め、   

その研究開発・普及による   

合併症発症の防止！  

…－＝－－－－ l  

4，000   

顎≒ゝ2．000  

・ド、ご‘J、、∫、ヾ、、さこ し、一、・．ミ、．ご、．、一二、・、‥ニ  

慢性糸球体腎炎  ゆ糖尿病性胃癌   
＋腎硬化症  多発性嚢胞胃  

図表：新健康フロンティア戦略賢人全書義買3分科会賓料よリー部改変   
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メタボ克服力（2）  

→血管に詰まっ  

脳卒中が   

啓介揮嫌悪  

藍啓㊨割℡蟄  

減らし昏啓ダ  

⇒即、専門治療」が  
体制の整備を推進し、  

⊂く  

後ぷ  

生二  
た血栓を溶かす薬  

Tpa投与群  偽薬投与群  

□改善率■治療後3年以内の死⊂率  図表：新健康フロンティア戟略賢人会議第3分科会資料よリー部改変   
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がん克服力  
「‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

欧米と比較  

がん検診の  

－一芸二；‾・－・  
☆検診費診寧向上   

を目指し、   
がんの早期発見を  

1＿＿ ＿＿．＿＿＿＿＿＿．＿．－  

7  

6   

日本は単年 5   
度、英国・米   
国はそれぞ 4   
れ複数年度  
（2または3  3   
年度）のデー   

タとなってい 2   
るため、直接   
比較すること1   
は難しい。   
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蘭蓼戯静閻ダ  推進！  

鑑認暦愚誰厨忘恩  

≠一言、ギ：：：、・ヰ脚十三・  

（標準鋼削ぎ爵癒』  

…  
静観碓鮎層噸雄  

l  
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：欧米と比較して、  

☆放射線治療、   

除痛、緩和ケア   
などの普及で、   

手術中心の治療から   

実学的治療への転換  
≡・放射線治療を受けている患者 や；  

・医療用麻薬の消費量 が少ない  
■－－－－－－－－－－－－一一－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－‾  ‾‾‾…‾‾‾‾  

：壷車両森痘  
：手術、放射線療法、化学療法  

：などの専門的な治療を組み合  

：1つせて提供する治療  

た ；、さ  

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

6
 
4
 
2
 
0
 
8
 
6
 
4
 
2
 
 

1
 
 
 
1
 
 
 
1
 
 
 
1
 
 

100％  

80％  

60％  

40％  

20％  

0％  
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Fll   1㌧、  

＼】  鈎整備聴・推進   
‾‾‾‾‾‾－…  

「葡正森高痘痕  
：地域がんの治療等の中核とな  

：る病院  
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図表＝新値康フロンティア戦略賢人全書義第3分科会資料よリー部改変  
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